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研究実績 

の概要 

取り扱う問題は、中学校等による時間割作成問題である。 

時間割編成問題は教員や教室、教科等に関する様々な制約条件を満たすように1週間の授

業予定を決定する問題である。これらの制約は相互に絡み合う複雑なものであるため、時

間割の作成は教務担当への負担となっていることから計算機での自動作成が求められて

いる。 

この問題の情報工学的アプローチとして著名なのは、大坪正和氏の博士論文「中学校授

業時間割の編成法に関する研究」であり、平成２３年の出版であるにも関わらず、これに

勝る手法はまだ確立されていない。この方法の難点は、タブーサーチを用いているが、そ

のパラメータの設定が難解で、相当な試行錯誤が必要になる。本博士論文では、あえて述

べられてはいないが、自動作成が本手法の売りであるが、このパラメータ調整の煩雑さが、

利便性を殺している。 

これに対して我々はこれまで中学校の時間割編成問題に対して、内部パラメータのチュ

ーニングが容易で計算速度の速いニューラルネットワークを用いて、1つの学年に限定し

た時間割生成手法の研究に取り組んでいる。すなわち、時間割編成問題をニューラルネッ

トワークで表現する方法について、まず、L×I×J×K個のニューロンを図1のように配置

する。ただし、L, I, J, Kはそれぞれクラス数、曜日数、時間数、教科数である。次に、

クラスl, 曜日i, 時限j, 教科k のニューロンの内部電位をUlijk, 発火状況をVlijk

とする。このように表現することで、ある一つのニューロンが発火することが、ある時限

に一つの授業を割り当てることに対応する。また、事前に考慮した制約条件は以下の六つ

である。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

CR1 同一時限には1教科のみ割り当てる． 

CR2 一日に同一教科の授業は一つまでとする． 

CR3 一週間の各教科の授業数は決まっている． 

CR4 各教科の同時刻に使用できる教室数は決まっている． 

CR5 実施する時限が固定されている授業が存在する． 

CR6 ある時限に実施できない授業が存在する． 

 

 

 

以下の設定で求解可能か検討し、最終的には全学年、全クラスに対応可能な５次元ニュー

ラルネットを作成し、時間割の完全作成が可能となった。 
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